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研究成果の概要（和文）： 本研究はXML形式（拡張可能なマーク付き言語）により関連文献および用例の整理を行った
上で、重要な仏教術語に関して、その定義的あるいは主要な用例を訳語の根拠として提示しながら、現代語（日本語・
英語）への基準的な訳語を検討し、提起することを目的とする。期間中に、『瑜伽行派の五位百法』（バウッダコーシ
ャII）山喜房仏書林および『ブッダゴーサの著作に至るパーリ文献の五位七十五法対応語』（同III）同の両成果を紙
媒体で公にするとともに、HP（http://www.l.u-tokyo.ac.jp/~b_kosha/html/preface_1.html）において、関連データ
を含め、Web媒体で公開した。

研究成果の概要（英文）： During the five-year term of this project from 2011 to 2016, the research was 
executed by the effective use of XML (Extensible Markup Language). The project applies the method, which 
was previously established by our related project on the analysis of Sarvastivada's Seventy-five dharmas, 
to the other two fields, namely the corresponding dharma-systems of both Early Buddhism and Yogacara 
scool.
 The above research brought to us the following two books: The One Hundred Elements (dharma) of Yogacara 
in the Abhidharmasamuccaya and Pancaskandhaka, Bauddhakosa II, ed. by Akira Saito et al and Pali Terms 
Corresponding to the Seventy-five Elements (dharma) up to Buddhaghosa, Bauddhakosa III, ed. by Fumio 
Enomoto et al, both of which were published from Tokyo: Sankibo Press, 2014. Besides, Those contents, 
along with its more detailed data, are now widely opened in the Home-page of this project 
(http://www.l.u-tokyo.ac.jp/~b_kosha/html/preface_1.html) .

研究分野：印度哲学・仏教学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
(1)  仏典にはきわめて多くの専門用語が登

場する。その中の多くは、サンスクリット語

やパーリ語をふくむ中期インドアリアン語

を基礎としながら他の諸言語への訳語、とく

に漢訳語として定着した術語（「四聖諦」「五

蘊（陰）」「縁起」等々）として、東アジアの

仏教世界において広く受容されてきた。また、

これらの専門用語には、インド由来の概念を

基礎としながらも、中国仏教の展開過程にお

いて成立した術語（「理事無礙」「十界互具」

「草木成仏」等々）も少なくない。 

(2)  伝統的な術語の中には、「縁起」「無我

（非我）」「中道」など、簡にして要を得た

絶妙な訳語も多く、これらはすでに日本語

として定着して久しい。 

(3)  一方でまた、「集(ｼﾞｭｳ)」「色(ｼｷ)」「捨」

や「世俗」や「戯論(ｹﾛﾝ)」などの訳語のよう

に、すでに原意を捉えるのが難しくなってい

る術語も多く、これらは仏教思想を的確に理

解する上での大きな障壁となってきた。 
 
２．研究の目的 
(1)  以上のような事態の克服をめざして、本

プロジェクトは、これら多くの術語の意味を

それぞれの文脈において再検証し、その上で、

学界の衆知を結集して、それらを現代語（日

本語と英語）として蘇生させることを目的と

して立案された。 
 
３．研究の方法 
(1)  本研究では、各分野を代表し最先端の 

研究を進める研究者を分担研究者および連

携研究者に配し、それぞれの研究分担者が研

究班を組織し、５年間の研究期間の中で、海

外共同研究者および大学院生の協力を得な

がら、実質的な成果を着実に積み重ねた。 

(2) 研究代表者は、すでに有部アビダルマの

五位七十五法に関して、XML（拡張可能なマ

ーク付け言語）形式を方法として具体的な成

果をもたらした。本研究は、この方法をさら

に他の領域上の関連文献と術語を対象とす

る際の方法論上の諸課題を克服しつつ、紙媒

体およびWeb媒体で成果を公にする。 

 

４．研究成果 

(1)  本プロジェクトは、すでに関連する先行

研究の成果として公にした『「倶舎論」を中

心とする五位七十五法の定義的用例集』

(2011)を基礎にして、初期仏教における五位

七十五法対応語、および大乗系の瑜伽行派に

よる五位百法に関する成果を刊行した。以下

は、「念」と漢訳されることの多いサンスク

リット仏教術語 smṛtiの『倶舎論』に見る定

義的用例とそれを根拠に提示する基準訳例

である。 

 

smṛti 

______________________________________ 

【基準訳例】 ［日］記憶, 憶念 ［英］memory 

【漢訳】 念 (玄奘, 真諦) 〔参考〕 DDB 

【チベット語訳】 dran pa (cf. Mvy no.1930)  

【定義的用例】 

〔和 訳〕 

記憶(/憶念)とは、対象を忘れ去らないことである。  

〔原 文〕smṛtir ālambanāsaṃpramoṣaḥ/ 

〔 出 典 〕  Abhidharmakośabhāṣya of 

Vasubandhu ed. by Pradhan, 1967, 54, 22, 

Chap.II v.24b 

戻る  

________________________________________ 

【翻訳文献】  

〔玄奘訳〕念謂於縁明記不忘。 （『阿毘達磨倶舍

論』大正 no.1558, 第 29巻 19a20-21） ［普光釈

を見る］  

〔真諦訳〕念謂不忘所縁境。 （『阿毘達磨倶舍釋

論』大正 no.1559, 第 29巻 178b14-15）  

〔チベット語訳〕dran pa ni dmigs pa mi brjed 

pa'o//（Chos mngon pa'i mdzod kyi bshad pa, 北

京版  vol.115, no.5590, gu 72a8, デルゲ版 

no.4090, ku 64b5 ） 

【欧文先行研究の訳例】 略  



(2)  南方上座部系の五位七十五法対応語、お

よび大乗仏教系の瑜伽行派による五位百法

いずれの成果についても、より詳細な関連デ

ータを含む Web 媒体での公開をプロジェク

トのHP上に実現した。 

(3)  この他の研究成果は、期間中の活動報告

および研究ノートとともに、『Newsletter』

1-5 において公にし、併せて HP 上で公開し

た。 

(4)  この間の研究成果についてはまた、ウィ

ーン大学、北京大学、浙江大学他での研究代

表者による講演、また国際仏教学会（於ウィ

ーン）、アメリカ宗教学会（於アトランタ）、

国際東方学者会議、日本印度学仏教学会等の

内外の学会でのパネル、あるいは本プロジェ

クトが主催した公開シンポジウム等で公に

し、種々の意見・情報交換を行い、プロジェ

クトの意義が広く理解されるに至った。 

(5)  上記の意見交換のなかで、英語による成

果の公開に期待が寄せられるとともに、今後

はアビダルマ（論）以外の、経典および律典

の主要術語を研究対象とすることの必要性

についても、認識が共有された。 
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